
 

2024年度 WEB講習会 

第25回 「ＬＰガスバルク供給のためのセミナー」 

開催のご案内 
  
 

主催 ： (一 社 ) 日 本 エ ル ピ ー ガ ス プ ラ ン ト 協 会 
  共催 ： 日 本 Ｌ Ｐ ガ ス 団 体 協 議 会 
共催 ： 全 国 Ｌ Ｐ ガ ス 協 会 

 

 

本セミナーはバルク供給システムの導入が開始された 1997 年から実施されており，今年度で２５回目を迎える

こととなりました。当初はバルク供給システムの導入と普及を図るため、主にバルク貯槽，バルクローリの基準を

主に取上げておりました。近年では、バルク貯槽の 20年目の告示検査（開放検査）を迎え，バルク貯槽を取り外す

必要があるため，取り外し事例の課題とともに告示検査基準についても取上げるなど，内容も進化しております。 

今回は，「LP ガスの保安行政の動向」，「バルク供給に関するトラブル・ヒヤリハット・事故事例」、及び「災害バル

ク補助金を上手に活用するポイント」などについての講義を行います。すべての講習科目を受講することで、幅広

い知見が得られると考えます。さらに「バルク貯槽告示検査（20 年検査）の実際」と「バルク貯槽のくず化」について

の講義も行いますので、バルク貯槽の運用についてお悩みの方には参考になると考えます。 

インターネットを利用した Zoom ウェビナーで開催されますので，場所の制約なく受講が可能です。また，曜日を

組み合わせて受講することも出来ますのでご参加をお待ちしております。 

 

  開催日程：2024年 8月2７日（火）～３０日（金）  

１．講習科目（担当講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省より 202３年のＬＰガス事故の発生状況や、ＬＰガス保安行政の取組みとして

経済産業省が推進している「液化石油ガス安全高度化２０３０」の直近の取組状況を解説して

いただきます。これにより“今，販売事業者としてやるべき事は何か”を習得して頂きます。 

バルク供給におけるトラブル・ヒヤリハット・事故事例を通じて，事象に対する対応策等を

習得して頂きます。本講座はバルク供給設備のみではなく充塡設備（バルクローリ）の事例に

ついても解説いたしますので，販売事業者の方のみならず，バルクローリを運行されている配

送センター（運送会社）の方にも有意義な内容となっています。 

バルク貯槽告示検査の実際について、実例を基に解説します。貯槽の長期的な安全性と効

率的な運用を確保するためには、法令等に基づいた定期的な検査が不可欠です。本講義で

は、検査の具体的な手順や評価基準、実際の事例を通じて、実践的な知識を習得して頂きま

す。 

 

バルク貯槽の管理者・保守担当者、検査技術者、安全管理責任者の皆様にとって、有益な

情報を提供できる内容となっておりますので、ぜひご参加ください。 

Ａ ＬＰガス保安行政の最新動向  （経済産業省 産業保安・安全グループ） 

 

Ｂ バルク供給に関するトラブル・ヒヤリハット・事故事例  

                                   （日本エルピーガスプラント協会） 
 

Ｃ バルク貯槽告示検査（２０年検査）の実際 （ウロコ興業株式会社） 

※ 講習科目Ｄ、講習科目Ｅは裏面をご覧ください。 



 

 

 

 

 

※「講習科目Ｅはウラ面をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

２．時 間 割  
開催日程 

時 間 
８月２７日(火) ８月２８日(水) ８月２９日(木) ８月３０日(金) 

9:00開始 

 

２科目は 11:00終了 

３科目は 12:00終了 

Ａ ＬＰガス保安行政の 

最新動向 

Ｂ バルク供給に関する 

トラブル・ヒヤリハット・

事故事例 

Ｃ バルク貯槽告示検査 

（２０年検査）の実際 

Ｄ バルク貯槽のくず化に

ついて 

Ｅ 「災害バルク」 補助金

を上手に活用するﾎﾟｲﾝﾄ 

Ａ ＬＰガス保安行政の 

最新動向 

Ｂ バルク供給に関する 

トラブル・ヒヤリハット・

事故事例 

Ｃ バルク貯槽告示検査 

（２０年検査）の実際 

Ｄ バルク貯槽のくず化に

ついて 

Ｅ 「災害バルク」 補助金

を上手に活用するﾎﾟｲﾝﾄ 

12：00～13:00 休 憩 

13:00開始 

 

２科目は 15:00終了 

３科目は 16:00終了 

Ｃ バルク貯槽告示検査 

（２０年検査）の実際 

Ｄ バルク貯槽のくず化に

ついて 

Ｅ 「災害バルク」 補助金

を上手に活用するﾎﾟｲﾝﾄ 

Ａ ＬＰガス保安行政の 

最新動向 

Ｂ バルク供給に関する 

トラブル・ヒヤリハット・

事故事例 

Ｃ バルク貯槽告示検査 

（２０年検査）の実際 

Ｄ バルク貯槽のくず化に

ついて 

Ｅ 「災害バルク」 補助金

を上手に活用するﾎﾟｲﾝﾄ 

Ａ ＬＰガス保安行政の 

最新動向 

Ｂ バルク供給に関する 

トラブル・ヒヤリハット・

事故事例 

 

申込締切日 ８月２３日 
 
・講習会資料及び ZOOM入室情報は、開催の「２営業日前」にメールにて連絡いたします。 

３．受 講 料（１名分）              （下記金額すべて消費税込み） 

一般受講料 ＪＬＰＡ正会員受講料 

１４，５２０円 
（受講料 14,300円＋システム手数料220円） 

１１，２２０円 
（受講料 11,000円＋システム手数料220円） 

※申し込みごとに「ｼｽﾃﾑ手数料」220円（ｼｽﾃﾑ手数料200円+消費税(10%)20円）が発生いたします。 
※曜日を組み合わせてお申込みいただく場合、システム手数料は、400円+消費税(10%)40円）が発生いたします。 
※入金確認後にお送りする「メール」にて、インボイス（登録番号：Ｔ5010405010547）に対応した「領収書」をご連絡いたします。「メール」に記載

のＵＲＬより確認ください。 
※受講料はご返却できませんのであらかじめご了承ください。 
※半日の受講を希望される場合は、お問い合わせフォームよりご連絡ください。 

４．ｗｅｂ講習会受講方法 

事前にダウンロードしインストールいただく「Zoom Workplace デスクトップ アプリ」を用い，ZOOMのウェビナーによ

り受講いただきます。受講用のパソコンとともにスピーカーまたはイヤフォン及び通信環境（インターネット回線）を

ご準備ください。 

５．申込方法 

ヤフー、グーグル等で JLPA を検索してください。 
★JLPA ホームページ右側中程の 

「講習会のお知らせ」画面からお申込が出来ます。 

ご希望の日程を選んでお申込ください。 

 
一般社団法人日本エルピーガスプラント協会 東京都港区虎ノ門3-20-4 虎ノ門鈴木ビル３F  担当：猿田 

URL www.jlpa.or.jp   ＪＬＰＡ   検索  

バルク貯槽は製造後 20 年で告示検査又は廃棄処分（くず化処理）が必要になります。不適

切な廃棄方法により事故を起こしたり、臭気を発生させ地域住民との紛争を起こさないために

も、適正な処理について知識を習得して頂きます。 

Ｄ バルク貯槽のくず化について （日本溶接容器工業会）  
 

「災害バルク」補助金について、これまでの申込の状況や設置場所の傾向を解説するととも

に、補助金をスムーズに活用するための様々な「ポイント」についてご紹介いたします。 

Ｅ 「災害バルク」 補助金を上手に活用するポイント （エルピーガス振興センター）  

お手持ちのスマートフォン端末から 

上記のＱＲコードを読み取ってください。 

http://www.jlpa.or.jp/

